
「６年生の責任って？」
（よりよい学校生活,集団生活の充実）

池作りをするのに生き
物が置かれる環境や棲
み分けを調べ共生でき
るのか考えた。テラス
作りでは、長さや重さ
を計算したり、資金を
集めるための試算を算
出した。

多くの生命のつながりの中にあるかけがえのない命を実
感し、自分たちもその中にいる大切な命だということに
気づき、繋がってきたこの命を尊重しようとする心情を
育てる。

「命の旅」（生命の尊さ）

総合プロジェクト

学習発表会

最高学年として引っ張っていく声かけや行動を示してい
き、「魅せる」ための美しさを追求するために、自分た
ちに必要なものは何か考えさせ取り組んだ。

S D Gs「住み続けたいまちづくり」
から、自然豊かな有馬小学校を後輩
たちに引き継いでいくべく、水辺の
生き物のいる場所や富士山の見える
憩いの場所を作りたいと始めた。
地域の農家さん、木育の先生、大学
の先生、保健所の方、元P TＡ会長
さんなど多くの方と繋がりを持ちな
がら共に悩み、共に作成し完成へ向
かっている。

「有馬小学校に私たちができること」をテーマに、主体的に
企画し、調べ、行動していった。途中、課題が出てきても、
多くの方の助言を頂き、自分たちで改善策を練り直し、少し
ずつ形にしていった。

アドバイザーの先
生による授業で、
神奈川県産の木材
の良さを知り、そ
れを活かし無駄の
ない木工品作りに
取り組んだ。

既習を活かす

社会•図工
「有馬小学校に

  私たちができること」
木育表現する

６年生の責任を果たすために、どう考え、判断すればよ
いかを考えさせ、役割を自覚し、協力して学校生活を充
実させようとする判断力を育てる。

算数・理科国語

学年の目指す児童像

ARIMA CROSS STADY PLAN

第6学年
各教科等

学校教育活動

道徳

研究主題

自分たちが取り組み
たい課題を企画書に
起こし、それをもと
にプレゼンをして実
行できるためにアピ
ールをした。

発表までの期間に、見通しをもって練習に粘り強く励ん
だ。また、会を盛り上げるべく、実行委員中心に演出を考
え、一人ひとりの音を重ね合わせ、心を一つに奏でた。

運動会

自己の生き方について考えを深め、
歩む子を目指して

〜関わりあい・語りあい・高めあい〜

①様々な人と関わることで相手の事を思いやることができる子（親切•思いやり）
②主体的に考え、判断し、最後まで責任ある行動をやり通す子（自由と責任）
③自己理解を通して、目指す生き方に近づいていけるよう希望をもって歩み続ける子（よりよく生きる）

総合的な学習の時間


